




























　称念寺は、宝暦期 (1751 ～ 63) の成立とさ
れる『佐渡国寺社境内案内帳』（以下『寺社帳』
とす）によれば京都東本願末でこの当時には相
川紙屋町にあり、寛永 8(1631) 年、山之内 ( 相
川金銀山の内 ) 左沢に開基され延宝期 (1673 ～





































用捻出のために島内巡回した日記帳 ( 明治 17








4(1627) 年から明治 28(1895) 年まで、およそ
270 年にわたり江戸期と明治期のもの、ほぼ半
数ずつであった。
　最古の寛永 4年の史料は、かゝ ( 加賀 ) 庄太









































物を礼銀 3貫 100 目を受取り了恵という僧へ譲
り渡し（写真３）、さらに同月相川山之内称念寺
の清治の檀家 5人、青盤 2人、新間歩・上相川・













ないので、貝塚村 ( 旧金井町 ) に開山堂という


















































　( 同月 21日付けで許可の朱書きあり )
　こうして称念寺は新しい信徒を得て、下戸炭
屋浜町に移転し現在に至ったのであった。
２　調査の結果
　称念寺の史料から、近世初期に相川金銀山の
開発に伴って多くの人が集まって成立した寺院
は、金銀山の衰亡によって人が離散すると、維
持存続に困難をきたし、合併・廃寺を繰り返し
現在に続いてきたことがわかる。
稿を終えるにあたり、今回の調査で享和元
(1801) 年、奉行所へ提出した書上げの中に蓮如
上人真筆の六字名号 2幅がのっており、その存
在は知られておらず、探したところ本堂脇の木
櫃の中から発見することができた（写真４）。親
鸞聖人の絵像も共にあり、裏書もなく、かなり
痛んだ状態ではあるが、おそらく先に述べた享
保４年の五十里炭屋町・称念寺が書いた譲り状
に載る相川山之内称名寺のものと推察される。
写真４　発見した蓮如上人真筆の六字名号　
この 3幅は古文書と共に池田家で保存されるこ
ととし、本尊をはじめとする絵像や什物は中越
地震で被害を受けた山古志などの越後の同宗門
の寺院へ譲られ次代へ受け継がれることになっ
た。
　このように記録が残り保存策が取られる場合
は良いが、人知れず滅失する史料は多い。あら
ためて歴史史料を保存し多くの人が研究等に利
用できる文書館的施設の必要性を痛感した
